
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議 

 
政
府
は
、
本
法
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
じ
、
そ
の
運
用
に
万
全
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。 

 一 

多
様
な
住
民
が
地
方
議
会
に
関
わ
る
機
会
の
拡
大
及
び
議
会
運
営
の
合
理
化
を
図
る
た
め
、
現
行
の
議
会
の
在
り
方
に
加
え
、
議
会
に
係
る
手
続

の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
可
能
と
し
た
趣
旨
も
踏
ま
え
、
議
会
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
取
組
に
関
し
、
必
要
な
助
言
を
行
う
と
と
も
に
、

技
術
的
・
財
政
的
な
支
援
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
う
こ
と
。 

 

二 

多
様
な
人
材
が
地
方
議
会
に
参
画
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
鑑
み
、
各
議
会
に
お
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
委
員
会
を
円
滑

に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
必
要
な
助
言
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
本
会
議
へ
の
出
席
を
可
能
と

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
第
三
十
三
次
地
方
制
度
調
査
会
の
答
申
を
踏
ま
え
、
議
員
本
人
に
よ
る
自
由
な
意
思
表
明
に
関
し
、
議
場
と
同
様
の
環
境

が
確
保
で
き
る
か
等
の
課
題
に
つ
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
委
員
会
の
開
催
上
の
課
題
等
の
検
証
を
行
い
、
国
会
に
お
け
る
対
応
も
参
考
と
し
つ

つ
丁
寧
に
検
討
を
進
め
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
に
応
じ
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

 

三 

地
方
議
会
の
議
員
の
選
挙
に
お
い
て
労
働
者
が
よ
り
立
候
補
し
や
す
く
な
る
よ
う
、
就
業
規
則
に
お
い
て
立
候
補
休
暇
制
度
を
設
け
る
こ
と
等

に
つ
い
て
、
事
業
主
の
理
解
を
得
る
た
め
の
取
組
を
進
め
る
な
ど
、
引
き
続
き
立
候
補
環
境
の
整
備
に
取
り
組
む
こ
と
。 

 

四 

政
治
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
法
律
や
第
三
十
三
次
地
方
制
度
調
査
会
の
答
申
の
趣
旨
等
を
踏
ま
え
、
女
性
や
若
者
、
育

児
・
介
護
に
携
わ
る
者
等
が
議
会
に
参
画
す
る
上
で
の
障
壁
を
除
去
す
る
た
め
、
各
議
会
に
お
い
て
会
議
規
則
に
お
け
る
育
児
・
介
護
等
の
取
扱
い

の
明
確
化
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
等
の
取
組
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
必
要
な
助
言
を
行
う
こ
と
。 

 

五 

小
規
模
市
町
村
に
お
い
て
議
員
の
な
り
手
不
足
が
深
刻
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
適
正
な
水
準
の
議
員
報
酬
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
各
地
方
公
共

団
体
に
お
け
る
検
討
に
資
す
る
よ
う
、
取
組
事
例
の
紹
介
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
適
切
に
地
方
財
政
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

 

六 

今
後
も
人
口
減
少
の
進
行
が
見
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
本
法
に
よ
る
地
方
議
会
の
役
割
及
び
議
員
の
職
務
等
の
明
確
化
の
趣
旨
を
十
分

に
周
知
す
る
と
と
も
に
、
各
地
域
に
お
い
て
住
民
福
祉
を
最
大
限
に
追
求
す
る
こ
と
に
資
す
る
議
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
活
発
に
議
論
が
な
さ
れ

る
よ
う
、
必
要
な
助
言
を
行
う
こ
と
。 
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七 
地
方
公
務
員
の
任
用
、
勤
務
条
件
並
び
に
福
祉
及
び
利
益
の
保
護
等
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
、
本
法
施
行
後
、
そ
の
施
行
の
状
況
等
に
つ
い
て

調
査
・
検
討
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
そ
の
際
、
会
計
年
度
任
用
職
員
を
始
め
非
常
勤
職
員
の
勤
務
条
件
に

関
し
、
職
務
給
の
原
則
を
踏
ま
え
た
給
与
決
定
や
業
務
に
応
じ
た
勤
務
時
間
の
適
切
な
設
定
に
つ
い
て
地
方
公
共
団
体
に
対
し
適
切
に
助
言
す
る

と
と
も
に
、
引
き
続
き
短
時
間
勤
務
の
会
計
年
度
任
用
職
員
に
係
る
給
付
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
こ
と
。
ま
た
、
制
度
改
正
に
よ
り
必

要
と
な
る
財
源
に
つ
い
て
は
、
そ
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
。 

 

八 

公
金
事
務
の
私
人
へ
の
委
託
に
関
す
る
制
度
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
適
正
な
公
金
取
扱
い
を
確
保
す
る
た
め
、
指
定
公
金
事
務
取
扱
者
に
対

す
る
検
査
等
が
適
切
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
必
要
な
助
言
を
行
う
こ
と
。 


